
第１６回市民協働指針検討委員会　議事録

日　時

場　所

委　員 泉谷　清、富 塚　広、鎌倉　洲夫、小杉　恵津子、吉田　愛子

久保　純一、松本　史典、瀬川　真弓

恵庭市 企画財政部次長　北林  剛      広報広聴課長　吉田 真俊

１．質疑及び意見交換

事務局：

・「参加」、「参画」の使い方について全体見直しの時、統一する。
・Ｐ５　３）市民と行政と協働の領域　に市民、行政が協議して領域等を決めていく旨
の記載
　を追加する。

出席者

平成１９年８月９日（木）１８：４５～２１：００

２０２会議室

前回にひきつづき、８ページ途中から修正していきます。

＊以下、修正内容については別添のとおり。



    ④  
③  参加協働機会の拡大  

 
自主的活動や協働の取り組みへの関心を高めるため、イベントや研修会、ボラン  
 

進めるとともに、 
ティア講習会などを開催し、市民の幅広い参加や協働のきっかけづくりを進めま  
 
す。  

 
パブリックコメント制度や審議会などの運用が常に適切なものになるよう継続  
 

的に改善していくとともに、ワークショップなどについても積極的な活用をして  
 
               促進する  
いきます。さらに、参加や協働を実感できる新たな事業の創出を進めます。  
 
                           を整備、充実していきます。 
また、団体相互、市民相互の情報交換･交流､活動の推進拠点として、「恵庭市交流プラ 
 
さらに、              活動団体を、それぞれの目的や課題に応じて 
ザ」などの活用促進や市民自ら運営する「えにわ市民プラザ アイル」を支援します。 

⑤  
④  協働の評価と公開  

 
市民と行政の相互理解を深めるともに市民協働のまちづくりの広がりとその改  
 

善のため、既に実施されている行政評価制度については、市民協働を評価基準の  
 

主要な観点に含め、さらに、市民参加による協働事業の評価手法について検討を  
 

進めます。また、その評価結果を公表するとともに、評価による改善を次の協働  
 

事業に活かしていく、マネジメントサイクルの確立を図ります。  
 

＜行政評価制度＞ 
行政の政策、施策、事務事業等について、実施前、実施中、実施後に成果

を重視した評価を行い、次の実施に活かしていく制度。 
 

＜マネジメントサイクル（PDCA サイクル）＞ 

「計画（Plan）」、「実行（Do）」、「評価（Check）」、「是正（Action）」の各

過程を順に実施し、最後の「是正（Action）」を次の計画に結び付け、継続

的に業務改善を推進する手法。 
恵庭市では、平成１４年３月の ISO14001 認証取得を機に、環境関係業

務に限らず全ての業務への PDCA サイクルの導入を進めています。 
計画（Plan）   目標を設定して、それを実現するための手 

順を設計（変更）する。 
 
実行（Do）    計画を実施し、その成果を測定する。 

 
 
評価（Check） 測定結果を目標と比較評価、分析する。 

 
 改善 

是正（Action） 対象業務の実施手順の改善、向上に必要となる

変更点を明らかにし、次に活かす。 




